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１．はじめに
 本稿の主な目的は，小学校英語活動における「日本
人（担任）教師」と「英語を母語とするＡＬＴⅱ」と
のティーム・ティーチングの意義を考えるとともに，
こうしたティーム･ティーチングの現状における課題
を，特に異言語間・異文化間の意思疎通に焦点化して
把握し，一層の効率化を図るための手立てを考えるこ
とである。この目的に向けた 1 つの方法として，日本
人教員同士のティーム・ティーチングとの対比を通し
て，考察と議論を進める。
平成 20 年 3 月，文部科学省は学習指導要領の改訂
を行った。この改訂で告示された学習指導要領（文部
科学省 2008a，以下，「新学習指導要領」と呼ぶ）で
は，小学校 5 年生と 6 年生に週 1 時間の外国語活動が
必修として新たに位置づけられた。外国語活動は，平
成 20 年度の周知期間から，21 年度の移行期 1 年次，
22 年度の移行期 2 年次を経て，23 年度に全面実施が
行われる。
新学習指導要領は，外国語活動においては「英語」
を取り扱うことを原則としている。これは，今日英語
が世界で広くコミュニケーションの手段として用いら
れていることや，中学校における外国語科では英語を
履修することが原則とされていることによる（文部科
学省 2008b）。また，新学習指導要領には，外国語活
動の実施に当たり，「ネイティブ・スピーカーの活用に
努める」ことが明記されている。以上の二点から，本
稿は，英語活動における英語を母語とする「日本人（担
任）教師」と「英語を母語とするＡＬＴ」とのティー
ム・ティーチングに焦点を当てる。
英語活動におけるネイティブ・スピーカー（すなわち
英語母語話者）の活用の典型は，担任教師とＡＬＴのテ
ィーム・ティーチングである。小学校英語活動では「コ
ミュニケーション能力の素地」を築くため，英語を通じ
て，言語や文化に関する児童の体験的理解を深め，積極
的なコミュニケーションを図る態度を育み，外国語の音
声や基本的な表現に慣れ親しませることを目標とする
（文部科学省2008a）。この目標を達成するための活動を
行うとき，英語母語話者であるＡＬＴの教室内での存在
は非常に大きな役割を担う。したがって，児童のために
ＡＬＴの存在をどのように効率的に活かすことができる
かを考えることは，非常に重要である。
異なる言語と文化の背景を持つ教師同士が行うテ
ィーム・ティーチングは，同じ言語と文化を分かち合
う教師同士が行うティーム・ティーチングとは異なり，
外国語活動の目標に即した多くの場面や情報を児童に
直接的に体験させるための数多くの可能性を秘めてい
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る。すなわち，日常生活で疎遠な「外国語」という学
習環境下において，児童が目標言語や異文化に自ら触
れる教室内での機会を，「児童と教師」および「教師間」
のいずれにおいても「生きた英語によるインターラク
ション」として実現することができる。こうしたイン
ターラクションを活発に行うためには，言語と文化を
超えた円滑な意思疎通への多くの努力が，日本人（担
任）教師とＡＬＴの双方に求められる。
児童は，日常生活および学校での授業や活動におけ
る全てのコミュニケーションを母語である日本語で行
っている。教師自身も同様である。この意味では，日
本語は生活上のあらゆることを行うための道具であり，
手段である。また，国語教育では，国語の適切かつ正
確な運用能力の育成，伝え合う力の向上，思考力・想
像力および言語感覚の肥沃化，国語への認識と尊重の
態度の育成などを目標として（文部省 1998），母語に
向き合う機会を与えている。こうした環境の中，ＡＬ
Ｔとのティーム・ティーチングは，異言語・異文化体
験の生きた機会を直接的に与えうる意味で，貴重であ
る。英語に堪能な日本人の地域人材等が活動に加わる
ことにはもちろん非常に大きな意義があるが，その一
方で，たとえそうした人材が自らの異文化体験を教室
で話したとしても，児童にとっては間接的な体験であ
る。また，ＤＶＤやＣＤで見聞きする外国語や外国人
の様子も，生きたコミュニケーションの相手が同じ空
間に存在するのとは全く異なる間接的な体験である。
英語活動は，児童にとってのみでなく，英語活動を
計画し展開する日本人教師にとっても，国際コミュニ
ケーションの媒体である英語を知り，異文化を体験す
る機会であり，日本語と日本の文化を再認識する機会
である。したがって，より良い活動を展開するには，
教師自身が楽しみながら積極的にＡＬＴと「ティーム」
として関わることが重要になる。このためには，日本
人教員同士のティーム・ティーチングとは全く違った
異言語間・異文化間の意思疎通に挑戦しなければなら
ない。特に，英語活動を担当している教師（主に担任
教師）が英語を専門としない場合が大半であるという
現状を踏まえると，異言語間・異文化間の意思疎通は
切実な課題であると考えられる。
こうした課題がどのようなものであるかを把握す
るため，本稿では，「日本人（担任）教師とＡＬＴとの
ティーム・ティーチング」と「日本人教員同士のティ
ーム・ティーチング」の対比を行う。その対象として，
「英語活動で英語に堪能な日本人の地域人材等と行う
もの」と「英語活動以外の教科等で他の日本人教師と
行うもの」の二種類を取り上げ，実態調査の分析結果
に基づいて考察を行う。英語活動に焦点化した対比は
「日本人教師が英語に堪能な日本人の地域人材等と行
うもの」との対比であるが，地域人材等の活用はＡＬ
Ｔの活用に比べて実施している学校が非常に少ない。
群馬県内全小学校 340 校を対象とした調査では，地域
人材等の活用時間数は，5 年生・6 年生ともにＡＬＴ
の活用時間数の約 8 分の 1 であるⅲ（群馬県教育委員
会 2008）。このことから，教師間の異言語間・異文化
間の意思疎通に係る課題をより広く探ることを目的と
して，敢えて「英語活動以外の教科等で他の日本人教
師と行うもの」との対比を含めることにした。
以下，第 2 節では，新学習要領における英語活動の
基本理念と指導者に求められる力をまとめる。これを
受け，第 3 節では，英語活動におけるティーム・ティ
ーチングの意義および日本人教師とＡＬＴの役割を考
える。第 4 節では，群馬県内の公立小学校教員 185 名
を対象として行った質問紙調査ⅳの分析結果をもとに，
現段階におけるいくつかの課題を取り上げる。第 5 節
では，これらの課題に対処するための手立てを考える。
２．外国語活動（英語活動）の基本理念と指導者に求
められる力
 新学習指導要領（文部科学省 2008a）における外国
語活動の目標は，以下のとおりである。
外国語を通じて，言語や文化について体験的
に理解を深め，積極的にコミュニケーション
を図ろうとする態度の育成を図り，外国語の
音声や基本的な表現に慣れ親しませながら，
コミュニケーション能力の素地を養う。 
 
ここで特に強調されていることは，小学校外国語活
動の目標は，外国語のスキル面の向上のみを図ること
ではないということである。つまり，英語活動の目標
は，以下（1）の a～c で示されるように，「コミュニ
ケーション能力の素地」を築くものであり（文部科学
省 2008b：8），この目標は，中学校における英語科教
育の目標である「コミュニケーション能力の基礎」の
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育成，さらには，高等学校における英語科教育の目標
である「コミュニケーション能力」の育成へと接続さ
れていく。
 
(1) a. 外国語を通じて，言語や文化について体
験的に理解を深める。  
b.  外国語を通じて，積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度の育成を図る。 
c.  外国語を通じて，外国語の音声や基本的
な表現に慣れ親しませる。 
 
新学習指導要領で外国語活動を新たに導入した基
本的な理念としては，主に(2)の a～c の 3 つの項目が
挙げられている（文部科学省 2008c：8）。
 
(2) a.  小学生の柔軟な適応力を生かすこと 
b.  グローバル化の進展への対応 
c.  教育の機会均等の確保 
 
これらは，次のように解説されている。第一に，小学
生は柔軟な適応力を持っているため，積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度を育てることにも，
英語の音声や基本的な表現に慣れ親しむことにも適し
ている。また，今日の子どもたちはテレビなどを通じ
て外国人や異文化に触れる機会が多くあるため，英語
活動に対してあまり抵抗感を持たないと考えられる。
第二に，グローバル化の進展のため，外国語教育の小
学校段階での導入は国際的にも急速化されている。今
後は，国際的な視野を持ったコミュニケーション能力
を育成する必要がある。第三に，総合的な学習の時間
などで現在多く行われている英語活動は，活動の時間
数や内容が様々であるため，特に中学校への接続を円
滑化する観点から，教育の機会を均等化する必要があ
る（文部科学省 2008c：8）。
 外国語におけるコミュニケーション能力の育成を図
るに際して，コミュニケーションという行為そのもの
を明確に捉える必要がある。コミュニケーションとは，
「自分の思いや知らせたい情報を伝え」，また，「相手
の気持ちや伝えようとする情報を受け止める」行為で
ある。この行為の主な媒体は言語であるが，ジェスチ
ャー・表情などの非言語媒体も重要な役割を果たす。
こうしたコミュニケーションを図る力の素地を育成す
るため，英語活動の指導者には，主に(3)の a～c よう
な資質と指導力が求められる（文部科学省2008c: 19）。
(3) a.  児童の発達段階を踏まえ，興味・関心を
抱くような学習内容と活動を設定できる
こと 
b.  積極的にコミュニケーションを図ろうと
いう気持ちを起こさせることができるこ
と 
c.  英語の音声や基本的な表現に慣れ親しま
せることができること 
これらのうち，特に a と b は，深い児童理解を要す
るものである。したがって，担任教師（あるいは日本
人教師）が担う主な役割となる。一方，c は，ＡＬＴ
が生きた資質を大いに発揮できる事項である。したが
って，担任教師（あるいは日本人教師）には，こうし
たＡＬＴの資質をできる限り多く児童のために活かす
場面の設定をする力が要求される。担任教師（あるい
は日本人教師）には，地域人材等やＣＤ・ＤＶＤなど
の活用においても，工夫が要求されることは言うまで
もない。これらは，第 3 節で述べる日本人教師とＡＬ
Ｔの役割に深く関連している。
３．英語活動における日本人教師とＡＬＴの役割
本節では，始めに外国語活動で扱う内容をまとめ，
それに基づいて，英語活動における「日本人（担任）
教師の役割」と「英語を母語とするＡＬＴの役割」，
および英語活動におけるティーム・ティーチングの意
義を考える。
新学習指導要領（文部科学省 2008a）によると，5
年生と 6 年生の外国語活動で扱う内容は，次の二分野
各三項目についての指導である。まず，外国語を用い
て積極的にコミュニケーションを図ることができるよ
うに，(4)の a～c の三項目について指導する。
 
(4）a.  外国語を用いてコミュニケーションを図
る楽しさを体験すること 
b.  積極的に外国語を聞いたり，話したりす
ること 
c.  言語を用いてコミュニケーションを図る
ことの大切さを知ること 
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また，日本と外国の言語や文化について，体験的に
理解を深めることができるように，(5)のa～cについ
て指導する。 
 
(5）a.  外国語の音声やリズムなどに慣れ親しむ
とともに，日本語との違いを知り，言葉
の面白さや豊かさに気付くこと 
b.  日本と外国との生活，習慣，行事などの
違いを知り，多様なものの見方や考え方
があることに気付くこと 
c.  異なる文化をもつ人々との交流等を体験
し，文化等に対する理解を深めること 
 
新学習指導要領（文部科学省 2008a）では，こうし
た項目について指導する際，学級担任の教師又は外国
語活動を担当する教師が指導計画の作成や授業の実施
を行い，授業の実施に当たっては，ネイティブ・スピ
ーカーの活用に努めるとしている。また，地域の実態
に応じて，外国語に堪能な地域の人々の協力を得るな
どの方法で，指導体制を充実することも示唆しているⅴ。
 (4)の a で述べた「外国語を用いてコミュニケーショ
ンを図る楽しさを体験する」には，そのための機会や
場面を設定することが必要である。同様に，(4)の b～
c や(5)の a～c においてもそれぞれに適した機会や場
面を設定する必要がある。こうした機会や場面の設定
は，児童の実態を最も良く知る日本人教師が，主導し
て行うことが基本であることは言うまでもない。これ
は，第 2 節の(3)で述べたことと同じである。英語活動
において，英語の母語話者が「生きたコミュニケーシ
ョンの相手」として存在するチャンスがある場合，そ
のチャンスをできる限り多く，そして有意義に活かす
機会や場面の設定を行うことが大切である。
ここで特に重要なことは，「授業の立案や授業での
主導者」が「実際の活動自体でイニシアティブを取る
者」とは必ずしも一致しないということである。すな
わち，実際の英語活動では「両者がほぼ均等な役割を
担う場合」，「日本人(担任)教師が主な役割を担う場合」，
「ＡＬＴが主な役割を担う場合」などの形態がある。
いずれの場合にも，児童を最も良く知っている日本人
教師が，ＡＬＴの存在を最大限活用できる活動の立案
をし，主導するべきである。これは，日本人教師が実
際の活動でイニシアティブを取る場合は比較的容易で
あるが，ＡＬＴがイニシアティブを取る場合や両者が
ほぼ均等な役割を担う場合には，特に活動前と活動中
の十分な意思疎通が必要となる。すなわち，「ＡＬＴ主
体の活動」とは，ＡＬＴに全てを任せきるのではなく，
日本人教師の立案・主導における「ＡＬＴ主体の活動」
である。そのためには，日本人教師が，児童の実態や
活動の趣旨・展開について，積極的にＡＬＴと共通理
解を図らなければならない。また，両者が均等な役割
を担って行う活動にも，同様に円滑な意思疎通が必要
である。さらに，こうした教師間の意思疎通を通して，
実際の活動場面で主導者となっていない者が児童の様
子を観察したり支援したりする協力体制を作ることも，
「ティーム」として児童の実態に合わせて目指してい
る活動を展開していく上では大切なことである。
もう 1 つの重要なことは，活動で用いる英語表現や
教材などには，英語として誤りがあったり，あまりに
も不自然でコミュニケーションが成り立たないものが
含まれることがあるが，こうしたものは避けるべきで
ある。そのためには，可能な限りＡＬＴの協力を得る
必要がある。英語活動を行う日本人教師も外国語学習
者であることから，誤りや不自然さに気付かないこと
もある。また，先に述べた(4)と(5)のための機会や場面
の設定も，不自然になることがある。したがって，教
師間の意思疎通を十分に図りながら，ＡＬＴの意見も
柔軟に取り入れることが重要になる。
ＡＬＴとの意思疎通を図るためには，日本人教師は
活動内外の双方で異言語間・異文化間コミュニケーシ
ョンに挑戦しなければならない。この意味では，日本
人教師は児童にとってのモデルである。教師が自ら積
極的に挑戦し楽しんでいる姿は，児童にとって大きな
目標となる。 
以上の考察を踏まえると，英語活動における日本人
（担任）教師と英語を母語とするＡＬＴの主な役割は，
それぞれ (6)と (7)のように捉えることができる
(Hoogenboom & Uehara 2006a, b) 。
(6) 日本人（担任）教師の主な役割 
a.  英語活動の立案と実施の主導者 
b.  学級内の秩序保持者 
c.  異文化間コミュニケーションと外国語学
習に挑戦するモデル 
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 (7) 英語を母語とするＡＬＴの主な役割   
a.  英語使用のモデル 
b.  異文化間・異言語間コミュニケーション
の相手 
c.  異文化理解・国際理解と人間理解に関わ
る情報源 
これらの役割が明確化され実行されたとき，ティー
ム・ティーチングの意義は以下の点において成立する
ものと考える―それぞれの活動の場面や機会は，児童
の実態に合ったものとなり，児童は，ＡＬＴとの直接
的なやり取りの中で，目標言語や異文化に多く触れな
がら「生きたコミュニケーション」と「同じ人間とし
ての存在」を直接的に体験することができる。また，
日本人教師がＡＬＴとの意思疎通に挑戦し共に活動を
展開する際の「教師間のインターラクション」を見せ
ることで，「伝え合い」における言語の道具としての重
要性の認識と「自分も英語を使いたい」という動機を
高めることができる。
４．ネイティブ・スピーカーの活用に関する課題：
群馬県小学校教員への実態調査から
 ＡＬＴの存在をできる限り多くそして効果的に生か
した英語活動を展開するためには，現状における課題
を把握する必要がある。そこで，本稿では，群馬県内
公立小学校教員 185ⅵ名から得た質問紙調査への回答
をもとに考察をする。調査の対象者は，主に各学校に
おける英語活動の中核教員である。回答者の年齢構成
は，20 代 18 名，30 代 39 名，40 代 96 名，50 代 32
名である。また，教員経験年数ⅶ は，0－9 年 31 名，
10－19 年 69 名，20 年以上 85 名である。回答者の専
門は，英語が 51 名，英語以外が 134 名であった。英
語活動への関わり方は，校内の係としてが 129 名，学
級担任としてが 108 名であり，52 名がこれら２つを
重複している。
 最初の質問は，ＡＬＴとのティーム・ティーチング
の頻度である。表 1 で色付けしたように，8 割弱が英
語活動の半数以上あるいは全てをＡＬＴとのティー
ム・ティーチングで行っている。しかし，表 2 で分か
るように，8 割以上が活動をＡＬＴに任せている。
表１ ＡＬＴとのティーム・ティーチングの頻度
１ 全て 60.9%
２ 半数以上 18.4%
３ 半数以下 10.1%
４ 学年によって異なる 5.4%
５ あまりない 3.6%
６ 全くない 1.6%
表２ 英語活動をＡＬＴに任せる頻度
１ どちらかというと多い 43.8%
２ ほとんど全て 38.3%
３ どちらかというと少ない 12.1%
４ ほとんどない 5.8%
これらから，日本人（担任）教師が英語活動に主導し
て関わる度合いが低いことが懸念され，学級の実態や
児童の興味・関心に呼応する活動が十分に展開されて
いない可能性が考えられる。また，日本人（担任）教
師とＡＬＴが「ティーム」として機能しきれていない
ことも考えられる。
 次に，必修化を目前とした英語活動に関して現在課
題であると感じていることを尋ねた。本研究の焦点が
ティーム・ティーチングであることから，回答方法は，
表 3 の項目を複数選択可能な選択肢とし，それに加え
て「その他」を選んだ際は，具体的に内容を記述する
よう依頼した。選択肢の提示順序はここに報告する順
序ではなく，表 3 では「その他」を除いて頻度の高い
順に報告する。
表３ 英語活動の必修化を前に，
現在課題であると思うこと (複数選択可)
１
英語活動についてALTとの打ち合わせを
行えるようにすること
63.2%
２ ALT と日本人教師の役割分担の明確化 54.6%
３自分の基礎的な英会話力を磨くこと 49.2%
４
ALT とのティーム・ティーチングででき
る活動を考えること
40.5%
５
ALT に児童の様子や支援方法などを伝え
られるようにすること
36.8%
６
英語活動でALTとともにもっと自分も加
われるようになること
21.2%
７その他 23.2%
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表 3 から分かるように，半数以上の回答者が，「Ａ
ＬＴとの打ち合わせを行えるようにすること」と「Ａ
ＬＴと日本人教師の役割の明確化」が課題であると感
じている。ここでは，打ち合わせを行えたり，役割を
明確にできたりするためには「自分の基礎的な英語力
を磨く」ことが必要であると感じていることもうかが
える。また，「その他」の回答で見受けられたことは，
「年間計画・指導計画・研修計画・指導案の作成や見
直し」16 名，「時間的な余裕」11 名，「負担の軽減（英
語に慣れていない教員には大きな負担である）」7 名，
「ＡＬＴの人材確保」4 名，「教員の英語教育に対する
モチベーションを高める」5 名，「他校・中学校との連
携」4 名，「研修の機会の増加」2 名であったⅷ。
表 3 の質問の補充調査事項として，ＡＬＴとのティ
ーム・ティーチングにおける課題を別の記述形式の質
問で尋ねた。そこでの回答には，「ＡＬＴとの打ち合わ
せ」に関しては，「日本人教師の忙しさ・ゆとりのなさ」
と「ＡＬＴの勤務時間の制約」および「意思疎通の困
難さ」が多く挙げられている。特に，意思疎通の問題
は「ＡＬＴと日本人教師の役割の明確化」ができない
ことに深い関わりがあることが，(8)の記述から分かる。
 
(8) ・ 自分の構想している授業を明確にＡＬＴに 
   伝えられない。 
・ 細かいところまでＡＬＴに伝えられない。 
・ ＡＬＴと日本人教師の間で考えにずれが生
じ，共通理解が図れない。 
・ 授業中にねらいがずれたときに修正するの
が困難である。 
・ 授業の提案などをどのようにしたらよいの
かわからない。 
・ 日本人教師の英語力不足とＡＬＴの日本語
力不足が意思疎通の困難を招いている。 
・ 日本人教師がＡＬＴに任せきりになってい
る。 
・ ＡＬＴが変わると，説明に苦労する。 
・ ＡＬＴがしたいことと，学校や日本人教師 
がしたいことにギャップがある。 
・ ＡＬＴの活動と，学校や日本人教師のねら
いにずれがある。 
・ ＡＬＴとコミュニケーションをとろうとす
る教員が少なく，担当に任せきっている。 
以上のように，ネイティブ・スピーカーの活用を試
みようという努力も，言語や文化を超えた意思疎通の
難しさに阻まれていることが見受けられる。そこで，
新学習指導要領に記されている「英語に堪能な地域人
材等の活用」としてのティーム・ティーチングと比較
してみることにした。
冒頭で述べたように，ＡＬＴの活用に比べて地域人
材等の活用を行っている学校は非常に少ない。回答者
185 名中，英語活動で日本人の地域人材等と一緒に指
導をした経験がある（あるいは現在している）者は 54
名（29.2%）で，経験がない者は 131 名（70.8%）で
あった。前者には，「これまでの経験からＡＬＴとのテ
ィーム・ティーチングと比較した日本人の地域人材等
とのティーム･ティーチングの利点」を尋ねた。また，
後者には，「ＡＬＴとのティーム・ティーチングと比較
して，日本人の地域人材等とのティーム･ティーチング
の利点はどんなことであると思うか」を尋ねた。記述
された回答の分析結果は両者間で特に大きな違いが見
られず同じ傾向を示しため，表 4 に双方の回答を 7 つ
の項目に分類してまとめる。回答の記述で表にある複
数の事項を挙げているものは，複数回答として集計し
た。また，表 4 と以下の本文で提示する全ての表（表
5 から表 7）では，頻度の高い順に項目を挙げ，「その
他」は最後に示すⅸ。
 
表４ ＡＬＴとのティーム・ティーチングと比較した
地域人材等とのティーム・ティーチングの利点
１ 迅速かつ正確に意思疎通ができる（と思う） 29.7%
２ 日本語で意思疎通ができる（と思う） 15.1%
３ 容易に打ち合わせができる（と思う） 10.3%
４ 児童の実態に応じることができる（と思う） 8.1%
５ 適切な指導方法で指導してもらえる（と思う） 6.5%
６ その他 17.3%
表4で，「5 適切な指導方法で指導してもらえる（と
思う）」とした回答には，「目標に沿ってしっかり指導
してもらえた」5 名，「指導方法がしっかりと組み立て
られていた」3 名，「日本人の目線で教えてもらえる・
日本人に合った指導方法で指導してもらえる」2 名，
「教材の準備をしっかりしてきて，効率の良い授業を
してもらえた」2 名，という具体的な記述があったⅹ。
また，「6 その他」として分類した回答の中には，「計
画立案準備等で協力を得られた」3 名，「臨機応変にそ
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の場で内容変更できる」1 名，「日本文化・習慣などを
理解してくれる」1 名，「親しみやすい」1 名，「担任
教師が英語を全く理解できない場合に利点がある」1
名，という記述があった。また，「地域のことをよく理
解している」3 名や「地域に密着した題材提供ができ
る」1 名，という回答もあった。
これに対し，表 5 は，「ＡＬＴとのティーム・ティ
ーチングと比較した地域人材等とのティーム・ティー
チングの課題」を尋ねた記述式の質問への回答の分析
結果をまとめたものである。この質問に関する回答傾
向も，地域人材等とのティーム・ティーチングの経験
がある者とない者の間に特別大きな差は見られなかっ
たため，表 4と同様に両者をまとめて報告する。ここ
でも，回答の記述で表にある複数の事項を挙げている
ものは，複数回答として集計したⅹⅰ。
表５ ＡＬＴとのティーム・ティーチングと比較した
地域人材等とのティーム・ティーチングの課題
１ 異文化交流がもてない 16.8%
２ ネイティブの発音が聞けない 15.7%
３ 子どもの意欲が低下する 7.6%
４ 人材の確保が困難である 5.9%
５ その他 28.6%
表 5 の「1 異文化交流がもてない」の項目では，「外
国の人との交流ができない」「異文化体験ができない」
などという記述が大半であった。「2 ネイティブの発
音が聞けない」に関しては，「リズム」，「イントネーシ
ョン」，「アクセント」，「日本人の不得意な発音( /l/と /r/ 
など)」を生の英語を通して学べないなどの記述が大半
であった。「5 その他」として分類したものの中には，
(9) に挙げるものが含まれたが，特に日本語の使用頻
度が増えることに関する表記が多かった。
(9) ・教師と児童との対話が日本語になってしまう。
・児童もほとんど日本語で話してしまう。
・通訳的になってしまうことがあった。
・「教え込み」が多くなる。
・児童が外国の人と会話できたという達成感や
感動を得るのが難しい。
・英語を学習する必然性が感じられない。
・指導方法を学んでいる方とは限らないので，
一学期は研修が必要である。
・人によって指導力などに大きな差がある。
・身体表現が少ない。
・児童の様子が外部に漏れやすい恐れがある。
・人材の方が遠慮がちになってしまうことが
あった。
・児童の実態に対応していくことが難しい。
・日本人人材の方が出過ぎてしまい（しゃべり
すぎてしまい），計画が狂ってしまう。
・日本人の地域人材の方の文化の知識や語学の
技量に問題がなければ良いと思う。
表 5 の「3 子どもの意欲が低下する」という回答
が，本調査の回答ではそれほど多くなかったことは意
外である。しかし，上記の「その他」で挙げたものに
「児童が外国の人と会話できたという達成感や感動を
得るのが難しい」という記述があることからも，詳細
な実態把握のためには，この事項に焦点を当てた教員
および児童を対象としたより詳細な調査の必要がある。
第１節で述べたように，ＡＬＴとのティーム・ティ
ーチングにおける異言語間・異文化間の意思疎通への
挑戦は，日本人（担任）教師にとって切実な課題であ
ると考えられる。これまで，同じ言語と同じ文化的背
景を持つ日本人同士のティーム・ティーチングとの比
較として「地域人材等の活用」に関して考察したが，
言語と文化の違いによる困難点をさらに把握するため，
ここではＡＬＴとのティーム・ティーチングを「英語
活動以外での他の日本人教員とのティーム・ティーチ
ング」と比較する。今日の教育現場では，国語や算数
などの教科を中心に，日本人教師同士のティーム・テ
ィーチングという指導の形態が普及しつつある。この
種のティーム・ティーチングの大半は，児童・生徒の
個人差を踏まえてより細やかな支援を施すという趣旨
で行われているため，英語活動におけるティーム・テ
ィーチングとは全く異なる要素を持っていることは言
うまでもないが，ここでの焦点は，教師間の意思疎通
に関することを改めて強調しておく。
回答者 185 名のうち，英語活動以外の授業や学習活
動で，他の日本人教員（補助教員を含む）と一緒に指
導をした経験がある（あるいは現在している）者は 143
名（77.3%）で，経験がない者は 42 名（22.7%）であ
った。表 6 は，ティーム・ティーチングを行った授業
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や活動の種類をまとめている。複数の授業等を経験し
ている場合があるため，表には全てこれらが含められ
ている。
表６ 日本人教員とティーム・ティーチングをした
授業や活動
１ 算数・数学 35.1%
２ 保健体育・体育 21.1%
３ 国語 20.3%
４ 総合的な学習の時間 17.1%
５ 全ての授業 10.8%
６ 生活科 10.3%
７ 理科 9.7%
８ 社会 7.6%
９ その他 17.3%
 
表 6 の「9 その他」には，音楽 9 名，家庭科 6 名，
図画工作 5 名，学級活動 4 名ⅹⅱ，特別支援学級 2 名，
パソコン指導 2 名，道徳 2名が含まれているⅹⅲ。
このような「英語活動以外での他の日本人教員との
ティーム・ティーチング」の経験者にはその経験を踏
まえて，また，未経験者には自らの考えで，「目的も内
容も異なると思いますが，こうした日本人同士での指
導と比較して，英語活動でのＡＬＴとのティーム・テ
ィーチングの難しさや課題は何ですか」という質問に
記述式で回答してもらった。表 7 は，経験者のみの分
析結果ⅹⅳをまとめる。記述に分類した項目が複数含ま
れた場合は，これまでに提示した表と同様に，複数回
答として項目ごとに頻度を集計したⅹⅴ。
表７ 日本人教員とのティーム・ティーチングと比較
したＡＬＴとのティーム・ティーチングの課題
１ 意思の疎通 68.7%
２ 打ち合わせ時間の確保 32.9%
３ ＡＬＴの教師としての資質 9.1%
４ その他 29.1%
 
表 7 から分かるように，７割弱の回答者が，ＡＬＴと
のティーム・ティーチングでは，「教師間の意思疎通が
課題である」と感じている。これらの回答者の記述の
大半は，（ア）「言葉の壁」に収束するものと（イ）「文
化の壁」に収束するものの二種類に分けられる。ただ
し，回答の中には「指導に自分も参加しようとすると，
活動での互いのタイミングが合わない」といった双方
に係ると思われる記述が数件あった。それぞれを代表
する記述を以下に挙げる。
（ア）言葉の壁
・言葉に壁があって，細かいところまで打ち合わ
せができない。
・言葉の壁があり，ネイティブの発音や文化的な
背景を伝えてもらう部分が欠けてしまう。
・話すのに時間がかかるし，伝えたいことが伝え
られない。
・英語力の限界で，児童の状態についての説明が
できない。
・自分の英語力のなさや自信のなさで，外国語に
対する苦手意識が全く解消できない。
・発音にも語彙にも全く自信がない。
・英語が流暢でないので，ＡＬＴに対して身構え
てしまい，いつもテンションを感じる。 
・言葉の壁から，ＡＬＴと対等に話せず，要望や
改善点を言い出しにくい。 
・言葉の壁があり，話しができず，遠慮しがちに
なる。 
・学習計画やねらいをＡＬＴがどこまで理解して
いるか常に不安である。
・授業の目的を共有して授業に出られない。
（イ）文化の壁
・大丈夫だと思っても実際に動いてみると，文化
的違いがあって思うように活動が進まない。
・考え方の違い（文化の差）があり，ついていけ
ない。
・日本人同士の暗黙の了解のようなものがないた
め，気持ちを汲み取って動けない。
・時間，食事，人間関係，母国の授業体系，対応
の仕方など文化や習慣が異なり過ぎる。 
また，「2 打ち合わせの時間の確保」は，日本人（担
任）教師自身の忙しさとＡＬＴの勤務時間・勤務日数
の問題のいずれか，あるいは双方の理由によって困難
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である実情が指摘されている。具体的には，日本人教
師自身が勤務時間に終わらないほどの多くの仕事を抱
え，英語活動のことを考えたり準備したりする時間が
無いこと，ＡＬＴが活用できる時間（あるいは学校に
いる時間）は非常に限られていること，などである。
表 7 の「3 ＡＬＴの教師としての資質」に関して
は，（エ）に主な記述を挙げる。ここで気付くことは，
むしろ文化的な相違と受け取れる記述があることであ
る。意思疎通の不足や日本人教師側の異文化に対する
理解も背後に原因としてあることも考えられる。
（エ）ＡＬＴの教師としての資質
・教員経験のないＡＬＴが多い。 
・授業中の生徒指導をしてもらえない。 
・目的を持って授業に出てもらえない。 
・日本人の特性を知らないＡＬＴに，児童の実態 
 を理解し，配慮してもらうことは困難である。 
・ＡＬＴの資質によりこちらの意図する活動を行 
 えない。 
・ＡＬＴの人間性や価値観の違いが指導方針の課 
 題になる。 
・ＡＬＴが自分の考えに従ってくれない。 
・ＡＬＴと考えが合わない。 
・ＡＬＴが目指すものと担任教師（日本人教師） 
 が求めるものが異なる。 
表 7 の「4 その他」として分類した記述には，「英
語活動の展開における役割分担」と「英語活動自身に
対する問題」を挙げたものが大半であった。前者は，
「意思疎通の困難さ」や「打ち合わせの時間の確保の
困難さ」に起因するものがほとんどであると考えられ
る。中には，「ＡＬＴとの役割分担ができず，ほとんど
テープレコーダーにしてしまっている」という記述も
あった。後者の代表的な記述は以下の（オ）の通りで
ある。
（オ）「英語活動自身に関する問題」
・ 英語活動自体が明確なビジョンがないので指 
  導方針が定まらない。 
・ 教科（活動）としての積み上げがなく，モデ 
  ルが身近にない。 
また，「教育の専門家と英語指導の専門家の考えの相違
から，現場は非常に困惑している」との声もいくつか
挙げられていた。
５．課題に対処するための手立て
いずれの種類に関わらず共通して言えることは，複
数の教師で行うティーム・ティーチングは，教師一人
のシングル・ティーチングに対して，学習指導におけ
るより多くの利点と効率化の可能性を持っているとい
うことである。反面，複数の教師が「ティーム」とし
て機能するための基盤が必要であり，様々な難しさが
ある。ティーム・ティーチングの可能性をより多く引
き出していく鍵は，教師同士のティーム・ワークにあ
ることは言うまでもない。
日本人の地域人材等とのティーム・ティーチングや
国語や算数などの教科等における日本人教師同士のテ
ィーム・ティーチングでは，個人的な相性はともかく
として，少なくとも言語と文化自身に関する問題はな
い。一方，英語活動におけるＡＬＴとのティーム・テ
ィーチングでは，異言語・異文化の壁を乗り越えて，
複数の教師が「ティーム」として機能しなければなら
ない。特に，英語活動を担当する教師の大半が英語を
専門としないことから，英語を母語とするＡＬＴとの
ティーム・ティーチングでは，同じ言語と文化を共有
する教師同士のティーム・ティーチングにはない様々
な課題がある。第 3 節で報告した実態調査の分析結果
では，主に以下ＡからＥの課題が浮き彫りとなった。
 
Ａ. ＡＬＴとのティーム・ティーチングの頻度は多
いが，活動をＡＬＴに任せている頻度も多いこ
とから，日本人教師が活動に携わることが少な
く，児童の実態や興味・関心に合った活動が行
われていない可能性がある。 
Ｂ．ＡＬＴとの意思疎通がうまく図れていない。そ
の原因として，言葉の壁と文化の壁が挙げられ
る。 
Ｃ．ＡＬＴとの打ち合わせ時間が確保できない。そ
の原因として，日本人教師の忙しさとＡＬＴの
勤務日数・時間の制限が挙げられる。 
Ｄ．ＡＬＴとの意思疎通ができないことと打ち合わ
せ時間が確保できないことは，活動の目標や内
容に関する共通理解，日本人教師とＡＬＴの役
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割分担の明確化，児童の実態に関する情報の共
有などにおいて様々な弊害を起こしている。 
Ｅ．ＡＬＴの教師としての資質の不足から，考えに
合う活動ができない場合がある。 
 
 これまでの行われてきた総合的な学習の時間の中で
の英語活動と異なり，高学年における英語活動の必修
化は，日本人（担任）教師が主体となり，児童の実態
に合わせた活動を計画・立案して行くことが前提とな
る。ＡＬＴに任せきりの状態は，真のティーム・ティ
ーチングであるとは言えない。また，真の意味でのＡ
ＬＴの活用とは言えない。したがって，Ａの課題に関
しては，日本人教員の意識の改革が必要である。その
具体としては，ティーム・ティーチングの本来の意味
と意義を再考するとともに，英語活動の目標に鑑みた
ＡＬＴの役割と日本人教師の役割を認識する必要があ
る。校内でのＡＬＴの活用に関する方針の明確化も必
要となる。また，第 3 節でも述べたが，日本人教師自
身も外国語学習者であり，それを自覚し英語に慣れ親
しむ努力をするとともに，異文化に対する理解や興味
をより深める必要がある。英語活動は児童だけでなく
教師自身にとっても異文化学習の場であることを認識
しなければならない。このことにより，以下のＥの課
題も部分的に解決できる可能性があると考える。
Ａを解決するための大きな課題として，Ｂの「ＡＬ
Ｔとの意思疎通」の問題がある。言葉の壁に関する一
つの方策として，打ち合わせや活動に使われる頻度の
高い基礎的な表現を挙げ，校内研修等で扱い，校内で
共有することが考えられる。これらの表現は，完璧な
文である必要がない場合も非常に多い。必要な表現を
場面ごとに，まず日本語でのリストを作っていくのも
効率的な方法だと思われる。具体的な表現に関しては，
Hoogenboom (2009)を参照されたい。文化の壁への対
処は，日本人教師が異文化への認識を深めると同時に，
「日本人同士の言わなくても分かる」という発想は捨
て，はっきりと必要なことを互いに言える状況を作ら
なければならない。これは，英語以外の日本人同士の
ティーム・ティーチングとの対比で，「文化の壁」だけ
でなく「言語の壁」に関する回答の記述を見ても明確
である。
 ＣとＤの課題は，強いて言えば，原因と結果の関係
にある。これらの対策としては，日本人教員とＡＬＴ
が少しでも打ち合わせができる時間を確保する努力が
必要であるが，これが不可能な場合，あるいはこれと
平行して，打ち合わせの時間の短縮化，つまり打ち合
わせが少なくて済む方法を考えるべきである。まず，
ＡＬＴとのすれ違いに関しては，活動の目標や内容に
関する簡単なメモなどを渡す・送る・机上に置いてお
くなどの方策が考えられる。また，その時間もない場
合は，教室に持って行き，ＡＬＴに見せながら活動を
行うなどの方法がある。このメモには，図（例えば，
黒板の利用法や教室の机の配置などに関して）などを
含めると理解しやすい。また，実際に会って話ができ
る場合でも，こうしたメモは，有効である。加えて，
教材を実際に見せるなども非常に有効である。重要な
ことは，メモに含める内容であるが，活動の日時・学
級，目的，種類，教材，時間の他，ＡＬＴの役割と日
本人教師の役割を，簡単に「順序立てて」記すことで
ある。具体例はHoogenboom (2009)を参照されたい。
また，打ち合わせの時間がある場合もない場合も，日
本人教師が活動中に簡単なクラスルーム・イングリッ
シュを用いることは，非常に有効である。クラスルー
ム・イングリッシュの活用は，教室内の英語を通した
インターラクションを促進するだけでなく，「今何が起
きているか」「次は何か」をＡＬＴに明示することがで
きる（Hoogenboom & Uehara 2006a,b)。
Ｅの課題に関しては，現実として，ＡＬＴの大半は
教育や言語教授に関する背景を持たない。また，ＡＬ
Ｔは契約が短期間である場合が多く，頻繁に交代する
ことが多い。したがって，様々な個性をもつＡＬＴと
のティーム・ティーチングを行うことが予測される。
また，募集や契約の形態から考えても，日本語や日本
の文化に興味を持ち，精通している者はわずかであり，
現時点においてはこれらをＡＬＴに期待することはで
きない。英語は，児童にとってだけでなく，教師にと
っても外国語であり，ＡＬＴとの意思疎通には，異文
化理解や国際理解への積極的な姿勢も要求される。日
本人教師だけでなく，ＡＬＴのためにも両者のために
も十分な研修の機会が必要であると同時に，ＡＬＴの
募集や勤務の形態の見直し，日本人教師の意識の改革
も必要であると言える。
６．おわりに
本稿では，小学校英語活動における「日本人（担任）
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教師」と「英語を母語とするＡＬＴ」とのティーム・
ティーチングの意義を考えるとともに，こうしたティ
ーム･ティーチングの現状における課題を異言語間・異
文化間の意思疎通に焦点化して把握し，一層の効率化
を図るための手立てを考えた。この考察は，日本人教
員同士のティーム・ティーチングとの対比を通して行
った。英語活動におけるティーム・ティーチングだけ
を考えると，教師間の意思疎通の問題が浮き彫りにな
らないこともあるが，日本人教員同士のティーム・テ
ィーチングとの対比を通して，円滑な意思疎通の重要
性が明らかとなった。まもなく高学年における英語活
動が必修となるにあたり，活動を担当する教師を始め
として，教育現場全体が多くの課題に早急に立ち向か
わなければならない。冒頭に述べた考えを再度強調す
るが，英語活動は児童と日本人教師の双方にとって，
国際コミュニケーションの媒体である英語を知り，異
文化を体験する機会であり，日本語と日本の文化を再
認識する機会である。教師自身が楽しみながら，積極
的にＡＬＴと「ティーム」の相手として関わることが
重要である。本稿の考察が役立つことを願うとともに，
今後は一層具体的に実践に即した情報を提供すること
で貢献したい。
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た研究の成果である。 
ⅱ Assistant Language Teacherの略。
ⅲ 平成 19 年度における小学校 5 年生でのＡＬＴ（ＪＥ
Ｔ・ＪＥＴ以外の双方を含むＡＬＴ）の活用時間数は
4,961 時間，地域人材等の活用時間数は 632 時間であ
る。また，小学校 6 年生では，それぞれ 4,931 時間，
612 時間となっている。
ⅳ 本調査では 189 名から回答を得たが，第 4 節では，大
半の部分が未記入であった 2 名と管理職であった 2 名
を除き，185 名分の回答の分析結果を報告する。本調
査は，2008 年6 月に行われたものである。
ⅴ 新学習指導要領（文部科学省 2008a）は，音声を取り
扱う場合には，児童や学校・地域の実態を考慮して，
CDやDVDなどの適切な視聴覚教材を積極的に活用す
ることも示唆している。
ⅵ 脚注Ⅳ参照。
ⅶ この教員経験年数には，中学校教員経験年数も含まれ
る。その年数は，0 年 86 名，1-4 年 34 名，5-9 年 33
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名，10 年以上32 名であった。
ⅷ 「7 その他」の回答として一人で複数の項目を挙げて
いる回答者もいたが，ここでは挙げられた項目ごとに
頻度を示している。
ⅸ 全体の約 14％が複数回答であった。また、無回答は約
27％であった。
ⅹ 一人で複数の項目を挙げた回答者がいたが，ここでは
項目ごとに頻度を示している。
ⅹⅰ 全体の約 17％が複数回答であった。また無回答は約
43.2％という高い頻度であった。このことに関する詳
しい調査が必要なことは言うまでもないが、可能な理
由の一つとしては、特別な課題は見あたらないことが
考えられる。
ⅹⅱ 食育教育に関すること等。
ⅹⅲ 一人で複数の項目を挙げた回答者がいたが，ここでは
項目ごとに頻度を示している。
ⅹⅳ 未経験者の分析結果は，「意思の疎通」が52％と最も多
く，「打ち合わせ時間の確保」と「ＡＬＴの教師として
の資質」はそれぞれ 10％強であった。また，その他と
無回答は、それぞれ 20％弱であった。
ⅹⅴ 全体の約半数が複数回答であった。また無回答は約
15％であった。
 
 
 
（うえはら けいこ・れいもんど ふうげんぶうむ） 

